
東 京 連 合 支 部  

各 支 部 定 時 総 会 及 び 講 演 会 の 開 催  

 

6 月 6 日(土)に市ヶ谷私学会館にて、東京連合支部各支部の定時総会・講演会を開催し

た。出席は群馬大学副学長・工業会本部・他支部来賓も含め 41名であった。講演会はオ

ンライン参加の 13 名を加えハイブリッド形式で開催した。冒頭、物故社員７名様に哀悼

の意を込めて、全員で黙祷を捧げた。 

各支部総会では 2026年度役員体制、2025 年度事業報告と 2026年度事業計画（案）並

びに連合支部／4支部会計報告を審議して、それぞれ承認された。 その後に大河原理事長

より来賓のご挨拶と代議員制度を導入した経緯と制度の説明をして頂いた。 

講演会は本学ＯＢでも有るお二人にお願いした。 

先ず、群馬大学副学長板橋英之先生（修 63C）より『群馬大学発ベンチャーの挑戦』と

題し、2017年 11 月に設立したベンチャー企業㈱グッドアイの起業経緯や米シリコンバレ

ーの源流のスタンフォード大を目標に掲げ、50年後にはスタンフォード大を超えるとの頼

もしいお話しと教育機関を核とした革新的な産業集積地を群馬に築くことを目指す。CO2

を減らすモルタルブロックの万博ドイツ館での採用、コメのカドニウム濃度を低減する土

壌改良材の中国への輸出、アルツハイマー型認知症の予防・改善サプリメント等を地元企

業との協業で事業発展されており、非常に興味深い講演でした。 

次に、群馬大学名誉博士で、現在南フランスで建設中の巨大な国際核融合実験炉

ITER（通称イーター）機構の名誉フェロー多田栄介様（修 53M）より『地上に太陽

を！ 核融合開発の最前線』と題し、究極のエネルギーと呼ばれる核融合とは何か、これ

までの研究成果に基づいてフランスに国際協力で建設中のＩＴＥＲの建設状況と日本が開

発・貢献した先進技術、日本でしか出来ない技術、イニシャチブで進めている国際標準

化、さらに生成ＡＩ技術を活用した高度化等幅広い最先端核融合技術の講演を頂いた。 

その後、懇親会では講師の板橋先生と多田様を交えて楽しく交流を深めて時間を忘れ

る程でありました。 

    （東京連合支部長 伊藤 吉晴 47W） 

   
講師の板橋副学長・多田名誉博士を挟んで記念写真。 


